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【背景】日本人成人における 1 日の歩行時間と糖尿病のリスクの関連を厚生労働省研

究班による多目的コホート研究における糖尿病研究（JPHC Diabetes study）において調

査した。 

【方法】この研究では、初期調査と 5 年後調査が施行された。1 日の歩行時間はコホ

ート質問票によって、30 分未満、30 分から 1 時間未満、1 時間から 2 時間未満、2 時

間以上に分類された。横断解析では、初期調査の参加者から既知糖尿病者を除外した

26,488 人を対象に、1 日の歩行時間と今まで認知されていなかった糖尿病を有するこ

との関連をロジスティック回帰分析にて解析した。次に、縦断解析では、初期調査に

て糖尿病を有しておらず、5 年後調査にも参加した 11,101 人を対象とした。初期調査

における 1 日の歩行時間と 5 年後調査における糖尿病の発症との関連を同様にロジス

ティック回帰分析にて解析した。 

【結果】横断解析では、1,058 人に認知されていない糖尿病があることが判明した。歩

行時間が 1 日 2 時間以上の群と比較して、30 分未満の群では、認知されていない糖尿

病をもつオッズが増加していた（調整後オッズ比＝1.23、95%信頼区間＝1.02-1.48）。

縦断解析では、5 年後調査にて 612 人に糖尿病の発症が確認された。しかし、1 日の歩

行時間と 5 年後調査における糖尿病の発症との間に有意な関連は認めなかった。 

【結論】縦断解析では有意な結果は得られなかったが、1 日の歩行時間が 30 分未満の

者では糖尿病のリスクが上昇していることが示唆された。 
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